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1 はじめに

火山体内部の熱的状態の変化に応じて，火山の磁気異常は変動する。 ζれは，火山体を構成する岩石中K

磁鉄鉱ii:どの磁性鉱物が含まれてシり，それらがキューリー温度以上に熱せられると消磁し，それ以Tの温

度κii:ると帯磁するという一種の熱消磁の過程と考えられる。

とのよう念現象をとらえ，火山噴火予知代役立てようという試みは，主に陸上磁気狽lj量の成果をもとに

今から数十年前より議論されてお.！？，三宅島ゃ伊豆大島念どで火山活動K伴う地磁気変化が報告されている。

力武（ 1951）は 195咋の伊豆大島三原山の噴火活動の初期と最盛期とに伏角の測量を実施し， 2ヶ月

間余りで最大 25’の減少が生じた ζとを報告している。ち念みにとの変化の原因は三原山の山体下約 5kmの

半径Zkmの球状岩体がキューリー温度以上に熱せられ待磁を失ったためと考えられている。また，横山

(1969）は， 1951年から 196 0年の約 10 年間で，伊豆大島野増 K ；！：.~1, 、て偏角が約 10’東偏した ζ とを

指摘し， ζの原因として， 1950年代初期の活動期から， 196 0年代の比較的静穏念時期へと移行したため，

山体内部の帯磁が復元したためと述べている。

最近の例としては，同じく野増での 1968年から 1978年にかけての全磁力経年変化に約一 1.8 nT／年

の異常がある ζとが行武ほか（ 1978）κよって指摘されている。とれについては，単に三原山の帯磁率の

変化によるとする説ゃ，大島西岸沖の海底下K存在するとされるマグマ溜Pの上昇によるとする説もあ！？' 

まだ結論は得られてい念L、。以上に述べた火山活動に伴う地磁気変化は，陸上磁気潰lj量の観測l成果をもとに

論じられたものである。水路部では，火山噴火予知計画の一環として， とれまでのマルチバンドカメラや熱

赤外映像等による火山活動の監視とともに，機会をとらえ火山の航空磁気測量を実施し，火山噴火予知の可

能性について検討している。本編ではとのよう念試みのーっとして，伊豆大島での 1964年と 1978年の時

期を異にする航空磁気測量データをもとに， ζのM年間での向島内部の帯磁変化を求めたのでその結果を報

告する。左おう伊豆大島については， 1983年7月に火山噴火予知計画Vてもとづく「伊豆大島集中総合観測」

が実施され，水路部でも向島の航空磁気狽lj量を実施している。とれκついては資料整理中であb，男ljの機会

に報告する予定である。

2. 測量成果の概要

今回，解析に用いた資料は， 1964年に水路部が上部マントノレ計画の一環として実施した測量成果と， 1978

年K，国際電子K.Kの回中弥一氏ほかが， ピーチクラフ卜機Kよるプロトン磁力計の機器テストの一環とし
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て実施した成果である。左シ，それぞれの年の測量高度，測量方法等を第 1表K示した。

第 1表 伊豆大島 Kシける航空磁気測量

Component Survey 
date 

Flight- Air- Pos1tion1ng 
height craft 

PrOJect 

do. Nov. 1978 

Total Sepじ.1.%4 910m 
force 

Offered by Kokusai 
electric Ltd. 

Heli- Terrain 
copter picture 

u s.ーJapan
Cooperative Science 

1200m Sesuna Sighting 

ーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一ー一一一ー－ーーーーーー－－ーーー－ーー－－－－同句ーー戸ーー目白白【－－－－－ーーー司自ーーー『『ーーーー司ー－－四ー－－－【F ー戸戸ーーーーーーーーーー

1964年の測量成果による同島

の全磁力図，全磁力異常国は

既に発表されている（Utashiro

et al., 1 9 7 2；植田ほか，

1983）ととでは 1978年の

測量資料から，国際標準磁場

DGRFを基準Kした伊豆大島

の全磁力異常図を作成したの

で，それを第 1図に示す。と

れによると伊豆大島の地磁気

異常は， 1200mの高度でも振

幅 2400nTVL及んでいる乙と

がわかる。地磁気異常の分布

は，ほほNW-SEの方向性を

示してシP，伊豆大島の倶lj火

山の分布傾向とよく一致して

いる。とれに関しては，伊豆

大島東岸部から相模卜ラフ底

にいたる，約 2000mの断層崖

地形の影響が地磁気異常κ表

われている可能性も考えられ

る。 1964年の瀕IJ量結果では，

地磁気異常の振幅は演I)量高度が 910m と低いとともあって 2650nT K達する。振幅の差は 250nTであるが，
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第 1図 伊豆大島の全磁力異常図

ζれが帯磁変化によるものか，あるいは単に損lj量高度の差を反映したものかは， ζれだけではわから念L、。

3. 解析結果と考察

伊豆大島の磁気構造については， Kodama and Uyeda ( 1978）ゃ，植田ほかc198 3）により求められ
ている。それによると，向島の磁気構造は，鮮新世初期の活動により形成された先大島火山，更新世から始

まった現在の大島火山の活動により形成された山体部，それKカルデラ床下に存在が予想、される半径 2～3

kmの円柱状の強磁性岩体の三つの構造からなることが推定されている。 ζれらの各部分の帯磁強度は， 1964

年の測量成果から計算されてbbその結果の一部を第2表モデル 1～4vr:示した。モデル 1, 2は伊豆大島
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第 2表 伊豆大島の磁気構造モデルの計算結果
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全体が均一帯磁していると仮定した場合で，モデル 3, 4は伊豆大島を上記三つの山体部分f'(区分して解析

したときの結果である。カルデラ床下に推定される強磁性岩体は，現在の火道部Kも近接してなb，山体内

部の熱的状態変化を敏感に反映するものと考えられる。

1964年から1978年の約 14年聞にわたる向島の帯磁変化を推定するため，上述の伊豆大島の磁気構造モ

デルをもとに， 1978年の測量成果を用い，各部分の帯磁強度を計算した。乙の結果が第 2表モデル 5であ

る。モデ Jレ4. 5の解析精度指数であるGf直は，どちらの場合も 2.5以上の値を示し，解析結果の信頼度は

高L、。との両者の結果から各部の帯磁変化を求めると，大島火山（ 9. 6Nm→11. 7 A/m），先大島火山（2.5

Nm→6.9νm)V'r:比べ，カルデラ床下の柱状岩体部分が 29.9A/m→39.9A/mへと顕著な増加傾向を示すζ

とがわかる。前二者の変化分は帯磁強度の推定誤差SDmの｛直を考慮すれば必ずしも有意念変化とは言い

難いが，後者のカルデラ床下の柱状岩休部分はSDmの（直を考慮しても有意左大きさを示す。

伊豆大島は，既に述べたよう札 1950年代前半に大規模左噴火活動があり，その後は 1960年代の小規

模在活動を経て現在の比較的静穏念時期へと移行している。とのよう左伊豆大島の火山活動の変化と，上記

に述べた山体内部の帯磁変化は調和的であり，静穏期に移行し，山体内部の温度低下K伴って，カノレデラ床

下の柱状岩体部の帯磁が強〈念ったためとも解釈できる。航空磁気狽lj量により，山体内部の帯磁変化をとら

えるととができれば，従来の陸上磁気狽lj量では測量が困難左離島火山や，海底火山等Vてついても火山活動の

長期的変動を把握するための有力念方法f'(~るものと考えられる。今回の伊豆大島の例については，向島西

岸κある野1営地磁気観測所での地磁気変動をも考慮、し，総合的に検討する必要があろう。
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